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地域の概要

足守地域は、岡山市中心部から北西へ約１０

kmに位置し、北に吉備高原、南に岡山市街

地を控えています。笹ヶ瀬川支流の足守川沿

いに開けた山あいにあり、気象条件は年間平

均気温が１４．０℃で、年間降水量は１２４６．５mm

程度と比較的温暖で、雨は少ない地域です。

主な産業は、農業、畜産で、農業では水稲

を中心に、メロン、椎茸、ごぼうなどが栽培

されています。中でも、足守メロンは特に有

名であり、昭和初期から栽培されている主流

のアールスメロンは県内生産量の大部分を占

め、地元の酒造メーカーではこのメロンを使

用したリキュールも生産しています。畜産は

主に酪農で、安富牧場を含めて３戸、約２００

頭が飼育されており、ジェラートやチーズな

どの乳製品の加工・販売が盛んに行われてい

ます。
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経営・技術の特色等

【効率的な牛の管理と丁寧な個体管理】

給餌の省力化と飼料効率向上のため、

TMRを給与しています。季節によって変更

するものの、給与メニューはシンプルに作っ

ており、中身が変わることで起こる牛のスト

レスを少なくしています。また、発情発見に

は「牛歩」を導入し、ICTによる受胎率の向

上を図っています。AI や ETを利用しなが

ら、分娩間隔１３．７ヵ月で好成績となっていま

す。今後は搾乳ロボットの導入を予定してお

り、さらなる省力化が見込まれます。

効率化を進める一方で、牛の個体管理につ

いては経営者自身の目による観察も欠かさ

ず、獣医師からも太鼓判を押されています。

また、事故率低減や生産性向上のため、NO-

SAI が実施する月１回の繁殖検診や年１回の

代謝プロファイルテストを受けています。こ

の結果から乾乳期の飼い方を改善し、分娩後

年次 作目構成 飼養頭数 飼料作付面積 経営・活動の内容
昭和２５ 酪農、養鶏稲作 経産３ ０ 祖父が酪農、養鶏、稲作の複合経営を開始
昭和４７ 酪農 ３２ 父が経営を継承

昭和５２ ５８ 牛舎を拡張し、バーンクリーナーを設置
堆肥の製造開始

昭和５７～６２
家庭菜園や耕種農家向けに堆肥の販売や牧場の
環境美化の取組を開始
→消費者との交流事業を開始

平成１ ５８（育成１２） 堆肥舎を建設
平成８ 休耕田を利用して貸し農園を開設
平成９ 現経営者が就農
平成１０ アイスクリームの製造販売を開始

平成１２ 酪農教育ファーム認証を取得
家族経営協定を締結

平成１３ ５０（〃１２） 市内のAコープにソフトクリーム販売の直営店を出店
土ひねり体験工房をオープン

平成１６ ４０（〃１２） 法人化

平成１７
つなぎ飼い牛舎をフリーバーンに改造し、３頭
Wオートタンデム方式のパーラー搾乳に変更
発情発見装置を導入

平成２３ ４０（〃２０） ソフトクリーム施設を増設
平成２５ ４５（〃３０） 堆肥舎を新設
平成２６ イオンモール岡山へ直営店２店舗目を出店

平成２８ ６０（〃３０） 乳頭洗浄機を導入
牛舎増築

平成３０ ７０（〃４０） 牛乳製造施設（乳処理業）、育成舎完成
搾乳ロボット導入予定

（写真１）安富照人さん・由美子さん

（表１）
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の事故は低下しました。

【生乳生産管理の徹底】

作業従事者に関わらず作業の質が保たれる

よう、乳頭洗浄機（フューチャーカウ）を導

入するなどの工夫をしています。乳房炎の牛

や抗生物質を投与した牛の生乳がバルククー

ラーに混入しないよう、要注意牛はストップ

バンドとホワイトボードを使いダブルチェッ

クしています。バルククーラーの温度などは

生乳生産管理チェックシートを活用して記録

と管理を徹底しています。

また、近年、畜産における抗菌性物質の使

用過多が問題となっていますが、安富牧場で

は獣医師の指導のもと、乳房炎発症時には生

理食塩水による乳房洗浄と原因菌の特定を行

うことで、抗菌性物質の使用量を減らしてい

ます。

【消費者との交流を大切にした経営】

平成１０年ごろの生乳価格低迷を受け、増頭

による規模拡大化か生乳加工による多角化か

経営の岐路に立った中で、「消費者が笑顔に

なる牧場」になるという強い思いから、岡山

県で初となる自家生乳を使ったアイスクリー

ムの製造販売を開始しました。

また、消費者に生産現場を見てもらい、安

富牧場の牛乳・乳製品のファンを作って消費

拡大につなげたいとの考えから、年４回の牧

場でのイベントや搾乳体験、陶芸体験など畜

産に親しむさまざまな取り組みを行っていま

す。加えて、休耕田を活用した貸し農園２５a

を提供しており、地域の人達が気軽に農に触

れられる場となっています。ここでは、牧場

で製造された堆肥を使うこともできます。

【定期的な経営分析の実施】

経理は社長の母が担当しており、経理ソフ

トを利用して記帳を徹底するとともに、月に

１度、税理士が取引内容をチェックし適宜助

言しています。同時に、経営者と税理士で経

営会議を行い、現在の収支状況と併せて、今

後の投資計画や６次化部門の展開を協議して

います。決算時には改めて、全体の損益や資

産・負債状況を比較検討しています。

耕畜連携の活動

地元の大規模水稲農家との連携により１５

経
営
の
概
要

労働力員数
（畜産・２０００hr 換算）

家族・構成員 ３．９人
雇用・従業員 １２．１人

経産牛平均飼養頭数 ５６．７頭
飼料生産 実面積 ０a
年間総販売乳量 ５５６，２６５㎏
年間初生子牛販売頭数 ３１頭
年間育成牛販売頭数 ０頭
年間経産牛販売頭数 ６頭
年間肥育牛販売頭数 ０頭

収
益
性

所得率 １３．５％
経産牛１頭当たり生産費用 １，１４８，３８９円

生
産
性

牛
乳
生
産

経産牛１頭当たり年間産乳量 ９，８１２㎏
平均分娩間隔 １３．７ヵ月
受胎に要した種付回数 ２．７回
平均産次数（期首） ２．７産
平均産次数（期末） ２．８産
牛乳１kg当たり平均価格 １１３．６円
牛乳１kg当たり生産原価 ９２．１円
乳脂率 ３．８６％
乳たんぱく質率 ３．４３％
無脂乳固形分率 ８．９６％
体細胞数 ２６．４万個／ml
借入地依存率 ０．０％
飼料 TDN自給率 ０．０％
乳飼比（育成・その他含む） ５９．７％

（表２）経営実績（平成２９年）
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ha（年間４５０ロール×１００kg）の稲わらを堆

肥と交換し、育成牛および乾乳牛の粗飼料と

して給与しています。堆肥散布とラッピング

は当経営が受け持っています。

今後、規模拡大を選択した場合は耕畜連携

面積も拡大する見込みです。

地域に対する貢献

【環境保全】

畜舎からの臭気の発生を抑制するため、毎

日除ふんを行い、朝夕には牛床に納豆菌を散

布しています。堆肥化の際には、有用微生物

による短時間での発酵を心がけているほか、

コーヒーかすを添加するなど臭気抑制の工夫

をしています。これまで臭い等で近隣から苦

情が来たことはありません。また、堆肥の副

資材としてバークを使用し、土壌改良効果の

高い堆肥を製造しています。販売先は家庭菜

園用や農家で、口コミで広まり、現在では販

売用の堆肥が不足している程です。

【地域の雇用への貢献】

従業員は地元を中心に採用しています。従

業員にとって柔軟な働き方ができるよう、正

社員と常勤パート、アルバイトの三形態を用

意し、それぞれの事情に合った勤務形態を提

供しています。

また、県内の乳業メーカーOBに乳製品加

工の品質管理を担当してもらうなど、人材と

ともに専門知識や技術をうまく取り込んでい

ます。

【地域の食育等への貢献】

昭和６２年から環境美化への取り組みを始

め、岡山市等と連携しながら消費者を牧場に

招いて交流をしています。牧場内の各所に牛

や飼料、搾乳についての説明看板を設置し、

来場者に酪農への理解醸成を図っています。

さらに、酪農教育ファーム認定牧場とし

て、地元の中学校を中心に６校ほどから職場

体験を受け入れています。来場者向けの体験

では、年間約５００人がバター作り、約４００人が

搾乳体験をしています。

【地域の他農家との連携】

牧場内の直営店において、地元農家が生産

している野菜や花の苗を販売しています。ア

（写真３）牧場内の各所に来場者向けの説明看板を設
置

（写真２）平成１７年につなぎ牛舎からフリーバーン牛
舎に改修
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イスクリームの販売は全国展開とともに、地

元を大切にした商品開発や販売を考えてお

り、地元農家の農産物や特産品とコラボした

アイスクリームの製造や、地域のイベントに

は積極的に協力、参加しています。また、牧

場で年４回開催するファーム祭りでは、地元

の農家と協力して野菜や地元食材を使った加

工品などを販売しています。

生活の視点の配慮について

家族４人が役員として経営に携わっていま

す。家族の役割の明確化と必要な時に休みを

取れる体制を作るため、平成１２年に家族経営

協定を締結しました。平成１６年には、法人化

して本格的に従業員の人材育成や労働環境の

整備を行いました。

平成２９年度現在、従業員２５人のうち２２人が

女性でアイスクリームの製造販売から品質管

理まで担っています。社長の母は、アイスク

リーム部門開始当初から、従業員が相談・提

案のしやすい「風通しの良い職場」づくりに

努めており、女性従業員の提案で、年１回の

親睦旅行や誕生日にうどんを食べる「お祝い

会」などが実現しています。この他、WEB

サイトやメニュー開発といった店舗運営にも

従業員の声が多く反映されています。加え

て、外部研修を積極的に活用して従業員教育

に取り組んでおり、ミーティングでの報告を

通して情報共有も行っています。なお、パー

トから正社員への登用も行っています。

また、平成１９年から６年間、社内にコーチ

ングの顧問をおき、週１回の面談や５S活動

を実施したほか、製造日誌やチェックリスト

を作成し、職場内の環境改善に取り組みまし

た。現在でも、チェックリスト等は活用され

ており、年１回の面談で従業員一人一人に合

わせた働き方ができるよう配慮しています。

また、育児・介護休暇制度を整備するほ

か、品質管理資格取得者には手当を支給して

います。

女性が働きやすい職場環境の整備に加え、

男女隔てなく能力・実績を評価することが従

業員のモチベーション向上につながっていま

す。

（写真５）ミルクプラントを建設し、平成３０年９月よ
り牛乳の販売を開始した

（写真４）アイスクリームショップ「ファミーユ」
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将来への方向性

① 次世代への継承（経営の継続性）

長女が後継予定です。現在、役員は年間で

４～５日ほどしか休みをとっていませんが、

今後は十分な休みと給料が与えられるような

環境にしていき、後継者の意欲向上につなぐ

こととしています。

② 今後の経営計画

現在、農場HACCPの構築を進めていま

す。アイスクリーム部門はすでに食品製造業

のHACCPに準じた制度を導入しており、

生乳生産から加工・販売まで一貫した衛生管

理体制を目指しています。

父の代から「自分で搾った乳を牛乳として

自分で売りたい」という強い思いを持ってお

り、平成３０年９月から自家生乳のみで製造し

た牛乳の販売を開始しました。牛乳のおいし

さそのままを味わってもらいたいとのこだわ

りから、８０℃２０分殺菌での製造を行っていま

す。

さらに搾乳ロボットの導入を予定してお

り、作業の省力化と合わせて、“見せる酪農”

を考えています。これはカメラモニターを通

して店内に搾乳風景を流し、消費者に酪農に

関心を持ってもらうことを意図しています。

消費者に生産現場を見てもらうことを大切

にしていますが、消石灰帯や消毒槽の設置、

海外からの来場者への注意喚起といった衛生

対策にも注意を払っています。

（筆者：（一社）岡山県畜産協会 経営支援部 技師）

お詫びと訂正
No．３５０（平成３１年１月２０日号）の「おらが故郷の経営自慢」におきまして、執筆者名を「鹿児島県大隅地域振興局 農林
水産部農政普及課畜産振興係 技術専門員 靍田洋一」氏とすべきところを誤って掲載しておりました。謹んでお詫びする
とともに訂正致します。
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連載 護蹄管理の重要性 第１回
『牛の蹄の構造と機能』

神奈川県農業共済組合 家畜診療所 伊 藤 昌 範

はじめに

今回、護蹄管理の重要性という内容で連載

を引き受けることになりました、神奈川県農

業共済組合の伊藤昌範です。よろしくお願い

します。

ところでみなさんは、「神奈川県」につい

てどんなイメージを持っていますか？代表的

な町と言えば、横浜・湘南・箱根を挙げるの

ではないでしょうか？「神奈川県に牛などい

るの？」と思う人も多いと思います。

神奈川県は人口が多く、大消費地・東京の

隣なので乳業工場が多くあります。そのため

酪農の歴史も古く、現在も頑張っている酪農

家が多くいます。また、肉牛経営では、特に

銘柄化して良質牛肉を生産している肉牛農家

も多くいます。

私たちの家畜診療所では、神奈川県の酪農

家、肉牛農家に出向き、通常診療のほかに、

人工授精・受精卵移植・採卵などの繁殖業

務、代謝プロファイルテストやワクチン接種

などの疾病予防業務、さらに除角・去勢など

を請け負っています。

私は牛の臨床に１７年携わってきましたが、

特に蹄病治療に関心を持って診療していま

す。また、蹄病治療をする中で、削蹄師の職

人技に魅了され、削蹄を勉強し、認定１級牛

削蹄師も取得しました。

今までに勉強した、護蹄や蹄病に関する知

識や経験を、私なりにわかりやすく紹介して

いきたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。

２本の指で支える体重

「護蹄管理」というとやや硬く感じますが、

最近では「フットケア」とも呼ばれています。

護蹄（フットケア）とは、「蹄」を構成する

あらゆる構造とその機能を保護し、蹄の健全

性を保つ総合的な管理技術と定義されます。

具体的には、蹄を護るために、定期的な削

蹄、牛床等の環境整備、蹄病予防対策、蹄病

の早期発見・早期治療を行うことだと思いま

す。

今回はまず、牛の蹄の構造と機能について

紹介しましょう。

みなさんがご存知の通り、牛は偶蹄類に属

し「外蹄」と「内蹄」の２つの蹄があります。

一方、馬は奇蹄類に属し、蹄は１つです。単

蹄の馬は大きな体で速度を上げて走るのに適

し、牛の蹄は踏ん張って敵に立ち向かうのに

2019.2.20 No.351 畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association

７



1

23

7

3

4

5
6

8
7

3

4
5
6

ⅣⅢ

Ⅱ ⅤⅠ

Ⅱ Ⅲ
Ⅳ
Ⅴ

｝ ｝

適していると言われています。

では、牛の２つの蹄は、人間ではどこの部

位に当たるのでしょうか？内蹄は人間の中指

に、外蹄は薬指に相当します。親指に相当す

る部分は完全に退化してしまいましたが、人

差し指と小指の部分は退化して副蹄になって

います（図１）。また、牛の蹄は人間の爪と

比べて大きく、丈夫にできていて、趾全体を

包み込んでいます（図２）。重たい体重を支

えながら草原を歩行するために進化したので

しょう。

成雌牛の体重は、ホルスタイン種で約

６００～７００kg、ジャージー種や黒毛和種は約

４００～５００kg です。また、肥育牛の仕上げ期

の体重は約７００～８００kg です。いくら進化し

て重たい体重を支えられるようになったと

いっても、人間の１０倍もの体重を四肢の中指

と薬指（合計８本の指）で支えているのです。

もし蹄が１本でも痛い場合には、かなりのス

トレスになることが想像できると思います。

では、正常な蹄のサイズはどのぐらいで

しょうか？蹄の角度（蹄尖における蹄壁と蹄

底の角度）は約５０度です。これは牛の品種や

年齢によって違いはありません。一方、成牛

の蹄背壁の長さ（蹄尖から蹄冠部までの蹄壁

の長さ）は、ホルスタイン種成牛では７．５～

注）テキスト牛の削蹄第２版より転載

（図１）人と牛の肢端の骨の比較

注）テキスト牛の削蹄第２版より転載
注）テキスト牛の削蹄第２版より転載

（図２）牛の蹄と人の爪との比較 （図３）蹄のサイズ
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８．０cm、ジャージー種や和牛では７．０～７．５

cmです。また、蹄踵壁の長さ（蹄の踵部分

の蹄球底から蹄冠部までの長さ）は蹄背壁の

長さの半分です（図３）。しかし、これはあ

くまでも基準であって、変形蹄（写真１）や

つなぎの弱い牛（写真２）では当てはまらな

いので注意が必要です。プロの削蹄師に依頼

すれば、その牛に適した蹄のサイズや形に削

蹄してもらえると思います。

蹄角質の主成分はケラチン

次に、蹄は何からできているのでしょう

か？蹄は角や毛の仲間であって、皮膚の表面

を形成している角質層が発達し、厚く硬く

なったものです。蹄の硬い部分は、蹄角質と

呼ばれます。

硬さは、蹄壁が最も硬く、次に蹄底が硬く

なっています。一方、蹄球はわりと柔らか

く、クッション性があります。また、蹄内部

の蹄球枕（図４）と趾間皮膚内部の趾間脂球

は協力して、歩行時や起立時の衝撃吸収をし

ています。

蹄角質の主成分は、「ケラチン」というタ

ンパク質です。これは、水分を含むと柔らか

くなるため、蹄角質の硬さや弾力性にも関連

しています。蹄角質は、弱酸性に対してはあ

る程度強いのですが、アルカリ性には弱いの

（写真１）長期間削蹄をしなかったため変形した蹄 （写真２）つなぎの弱い牛

注）テキスト牛の削蹄第２版より転載
（図４）蹄球枕
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注）テキスト牛の削蹄第２版より転載

（図５）蹄機作用による蹄の変化

で、ふん尿中のアンモニアに長時間触れてい

ると軟弱になってしまいます。

その上アンモニアは、ケラチン同士のジス

ルフィド結合を崩壊させ、ケラチン間の脂質

を除去してしまうため、蹄角質の防水機能を

失わせてしまいます。従って、牛たちがふん

尿、特に尿が多く含まれるスラリーの中に長

時間起立していると、蹄角質はどんどん弱

まってしまいます。

さまざまな働きを持つ蹄

牛は立っている時も、歩いている時も、蹄

に絶えず重い体重圧がかかり、同時に、それ

に対して地面からの逆圧も働きます。つま

り、歩行中に蹄が着地した瞬間、地面との衝

突によって強弱さまざまな衝撃が発生してい

るのです。これに対して蹄は、前述した自ら

の衝撃吸収作用により、それらの体重圧や衝

撃をできるだけ吸収し弱めて、蹄自体はもち

ろん、肢の上部や、さらに全身にも広がる恐

れのある損傷の発生を防ぎ、健康を保ちま

す。

そのような衝撃吸収作用を持ち合わせてい

るのは、蹄ばかりではありません。四肢の上

部の関節によっても行われます。また、肢の

下部では、特に球節（蹄上部の丸い関節）が

強く屈曲・沈下することで衝撃を和らげま

す。

また蹄には、負重時に蹄角質の形を変化さ

せ衝撃吸収するとともに、蹄内部に溜まった

血液が心臓に戻るのを手助けするポンプ作用

（蹄機作用）もあります（図５）。そして、

この蹄機作用による血液循環の良否は、蹄角

質の生長と密接に関連しています。

削蹄は成績向上に結び付く

健康な成牛の蹄角質の生長速度は、１ヵ月

に約５㎜です。しかし、不適切な飼養環境や

削蹄不足による負重の偏りがあると、蹄の局

所が圧迫を受け、蹄内部の血液循環不全が起

こります。さらに蹄角質の生長が不均一にな

り、変形蹄や蹄病（蹄角質疾患）の原因にな

ります。

また、蹄壁表面には輪状の溝が見られます

が、これは蹄輪と呼ばれ、栄養不足や蹄病

（主に蹄葉炎）によって形成され、その期間

が長いほど溝は太くなります。この蹄輪は分

娩後の負のエネルギー時に形成されることが

多く、連続した溝がある場合は、以前に蹄葉

炎を発症していた疑いがあります。

ここまで紹介してきた蹄の構造と機能を維

持するためには、どうしたら良いでしょう

か？やはり定期的に削蹄を行うしかありませ

ん。

野生の環境に近い牧草地で放牧している牛

は、放牧地における湿潤・乾燥、歩行による

磨耗によって、正常な蹄形を維持できるよう
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お問い合わせ先 ▼ 中央畜産会 経営支援部（情報）公　　益
社団法人

〒101-0021 東京都千代田区外神田２-16-2（第２ディーアイシービル）
TEL 03-6206-0846　FAX 03-5289-0890

E-mail book@jlia.jp

農場HACCP様式集
　中央畜産会では、農場HACCPに取り組む関係者の
養成を図るため、農場での構築指導を担う農場指導員
を養成する農場指導員養成研修及び審査員養成研修を
実施し、これまでそれぞれ2,435名、716名が受講して
います。また、平成30年7月には200を超える農場が農
場HACCPの認証を取得しています。そして、これらの
認証取得支援及び認証審査を通じて多くのノウハウが蓄
積されてきました。
　このノウハウを基に、今後農場HACCPの認証を目指
す畜産農家の円滑な構築活動の一助とするため、農場
HACCPの文書・記録に関する様式集を刊行しました。

図書のご案内

A4判152ページ

ですが、人工的な環境にある牛舎では、床の

コンクリート上やゴムマット上では蹄形が変

形しやすくなります。

農場の状況にもよりますが、酪農における

削蹄の推奨回数は、タイストール（つなぎ飼

い）牛舎では年２回、フリーストール・フ

リーバーン（放し飼い）牛舎では年２～３回

です。最近では乳牛の搾乳ステージに合わせ

た削蹄も推奨されています。乾乳前に１回、

分娩後４ヵ月頃に１回、それ以外は気になる

牛を削蹄します。この方法は、産前産後の寝

起きを良好にして、泌乳最盛期の飼料摂取量

および泌乳量の増加に貢献できると思いま

す。

肥育牛では素牛として出荷される１０ヵ月齢

頃に１回、その後は肥育期間中に１回削蹄す

ることが多いようです。肉用繁殖牛では、乳

牛と同様に年２回が推奨されています。肉牛

は放牧場やフリーバーンで放し飼いされるこ

とが多いため、削蹄によって歩行しやすくな

れば、飼料摂取回数が増加し、肥育成績や繁

殖成績の向上に貢献すると思います。

次回は、蹄病について紹介したいと思いま

す。

（筆者：神奈川県農業共済組合 家畜診療所長）
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行政の窓行政の窓

「平成２９年度牛乳・肉用牛・肥育豚生産費」
を公表

農林水産省大臣官房統計部

農林水産省大臣官房統計部は１２月４日、平

成２９年度牛乳生産費、肉用牛生産費、肥育豚

生産費を公表しました。

牛乳生産費

平成２９年度の搾乳牛１頭当たり全算入生産

費（全国）は７５万７０４３円で、前年度に比べ

２．５％増加した。

これは、初妊牛価格の上昇により乳牛償却

費が増加したこと等による（表１）。

生乳１００kg 当たり（乳脂肪分３．５％換算乳

量）全算入生産費は７９７２円で、前年度に比べ

２．４％増加した。

肉用牛生産費

① 繁殖雌牛を飼養し、子牛を販売する経営

における子牛１頭当たり全算入生産費は６２

万８７７３円で、前年度に比べ４．０％増加した。

これは、飼料価格の上昇により、飼料費

が増加したこと等による。（表２）。

② 去勢若齢肥育和牛を肥育し、販売する経

営における肥育牛１頭当たり全算入生産費

は１２５万３９３０円で、前年度に比べ９．３％増加

した。

これは、もと牛の価格上昇により、もと

畜費が増加したこと等による。

生体１００kg 当たり全算入生産費は１６万

区 分 単位 平成２８年度
２９ 対前年度

増減率実 数 構成割合
搾乳牛１頭当たり ％ ％
物財費 円 ６７６，０７９ ７０８，０１７ ８０．７ ４．７
うち飼料費 〃 ３８６，８９７ ３９２，１５５ ４４．７ １．４
乳牛償却費 〃 １２３，４１７ １４３，６７４ １６．４ １６．４
農機具費 〃 ３２，８４７ ３７，８５２ ４．３ １５．２
獣医師料及び医薬品費 〃 ２８，５６０ ２８，２０９ ３．２ △ １．２

労働費 〃 １６８，１０５ １６９，２５５ １９．３ ０．７
費用合計 〃 ８４４，１８４ ８７７，２７２ １００．０ ３．９
副産物価額 〃 １４７，３５５ １６５，１９１ － １２．１
生産費（副産物価額差引） 〃 ６９６，８２９ ７１２，０８１ － ２．２
支払利子・地代算入生産費 〃 ７０５，７２２ ７２０，４０６ － ２．１
全算入生産費 〃 ７３８，３１４ ７５７，０４３ － ２．５
生乳１００kg 当たり（乳脂肪分３．５％換算乳量）
全算入生産費 円 ７，７８７ ７，９７２ － ２．４
１経営体当たり搾乳牛飼養頭数 頭 ５４．０ ５５．５ － ２．８
１頭当たり投下労働時間 時間 １０５．７１ １０４．０２ － △ １．６

（表１）牛乳の生産費（全国）
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３０２円で、前年度に比べ８．８％増加した（表

３）。

③ 乳用種の雄子牛を育成し、販売する経営

における育成牛１頭当たり全算入生産費は

２１万４７３８円で、前年度に比べ０．１％増加し

た。

これは、もと牛の価格上昇により、もと

畜費が増加したこと等による（表４）。

④ 乳用種の雄牛を肥育し、販売する経営に

おける肥育牛１頭当たり全算入生産費は５３

万１５１３円で、前年度に比べ５．２％増加した。

これは、もと牛の価格上昇により、もと

畜費が増加したこと等による。

生体１００kg 当たり全算入生産費は６万

８５００円で、前年度に比べ４．４％増加した（表

５）。

⑤ 交雑種の子牛を育成し、販売する経営に

おける育成牛１頭当たり全算入生産費は３７

万１４５７円で、前年度に比べ１０．８％増加し

た。

区 分 単位 平成２８年度
２９ 対前年度

増減率実 数 構成割合
子牛１頭当たり ％ ％
物財費 円 ３７７，８９０ ３９０，０５０ ６７．７ ３．２
うち飼料費 〃 ２１９，７１６ ２２８，５８６ ３９．７ ４．０
繁殖雌牛償却費 〃 ３５，６５９ ３８，２６６ ６．６ ７．３
獣医師料及び医薬品費 〃 ２４，１６０ ２２，５１１ ３．９ △ ６．８
種付料 〃 ２２，５３８ ２１，１１５ ３．７ △ ６．３

労働費 〃 １８３，２９０ １８５，９０２ ３２．３ １．４
費用合計 〃 ５６１，１８０ ５７５，９５２ １００．０ ２．６
生産費（副産物価額差引） 〃 ５３３，１１８ ５５１，１０８ － ３．４
支払利子・地代算入生産費 〃 ５４４，２３７ ５６１，７７４ － ３．２
資本利子・地代全額算入生産費 〃 ６０４，７３４ ６２８，７７３ － ４．０
１経営体当たり子牛販売頭数 頭 １１．１ １１．３ － １．８
１頭当たり投下労働時間 時間 １２８．９８ １２７．８３ － △ ０．９

区 分 単位 平成２８年度
２９ 対前年度

増減率実 数 構成割合
肥育牛１頭当たり ％ ％
物財費 円 １，０５４，７６３ １，１６５，３３８ ９３．９ １０．５
うちもと畜費 〃 ６６９，６０４ ７８０，７０２ ６２．９ １６．６
飼料費 〃 ３０４，９７７ ３０６，４０３ ２４．７ ０．５
建物費 〃 １３，３０６ １２，７０２ １．０ △ ４．５
光熱水料及び動力費 〃 １１，６４４ １２，２７２ １．０ ５．４

労働費 〃 ７９，１３４ ７６，０５９ ６．１ △ ３．９
費用合計 〃 １，１３３，８９７ １，２４１，３９７ １００．０ ９．５
生産費（副産物価額差引） 〃 １，１２２，９６８ １，２３１，８１１ － ９．７
支払利子・地代算入生産費 〃 １，１３７，２７８ １，２４４，３９２ － ９．４
資本利子・地代全額算入生産費 〃 １，１４６，９０１ １，２５３，９３０ － ９．３

生体１００kg 当たり全算入生産費 〃 １４７，３２７ １６０，３０２ － ８．８
１経営体当たり販売頭数 頭 ３９．３ ４２．５ － ８．１
１頭当たり投下労働時間 時間 ５２．０７ ４９．８２ － △ ４．３

（表２）子牛生産費

注：本調査は、２０１５年農林業センサスに基づく農業経営体のうち、世帯による農業経営を行い、肉用種の繁殖雌牛を２頭以上飼養して子牛
を生産し、販売した経営体（個別経営）を対象に実施した。

（表３）去勢若齢肥育牛生産費

注：本調査は、２０１５年農林業センサスに基づく農業経営体のうち、世帯による農業経営を行い、肥育を目的とする去勢若齢和牛を１頭以上
飼養し、販売した経営体（個別経営）を対象に実施した。
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これは、もと牛の価格上昇により、もと

畜費が増加したこと等による（表６）。

⑥ 交雑種の牛を肥育し、販売する経営にお

ける肥育牛１頭当たり全算入生産費は８１万

８４５６円で、前年度に比べ６．４％増加した。

これは、もと牛の価格上昇により、もと

畜費が増加したこと等による。

生体１００kg 当たり全算入生産費は９万

９０１４円で、前年度に比べ４．７％増加した（表

７）。

肥育豚生産費

平成２９年度の肥育豚１頭当たり全算入生産

費は３万２７６０円で、前年度に比べ２．１％増加

した。

これは、飼料価格の上昇により、飼料費が

増加したこと等による。

生体１００kg 当たり全算入生産費は２万８６９８

円で、前年度に比べ１．８％増加した（表８）。

区 分 単位 平成２８年度
２９ 対前年度

増減率実 数 構成割合
育成牛１頭当たり ％ ％
物財費 円 ２０３，１３９ ２０４，７７５ ９４．８ ０．８
うちもと畜費 〃 １１２，４６５ １１６，４０５ ５３．９ ３．５

飼料費 〃 ６３，４０６ ６４，３９６ ２９．８ １．６
敷料費 〃 ７，４３２ ８，７４４ ４．０ １７．７
獣医師料及び医薬品費 〃 ８，７９７ ５，５０７ ２．５ △ ３７．４

労働費 〃 ９，３４１ １１，２５７ ５．２ ２０．５
費用合計 〃 ２１２，４８０ ２１６，０３２ １００．０ １．７
生産費（副産物価額差引） 〃 ２１１，３５５ ２１２，１２１ － ０．４
支払利子・地代算入生産費 〃 ２１２，０４９ ２１２，９３４ － ０．４
資本利子・地代全額算入生産費 〃 ２１４，４４０ ２１４，７３８ － ０．１

１経営体当たり販売頭数 頭 ４６８．５ ４２５．２ － △ ９．２
１頭当たり投下労働時間 時間 ５．６７ ６．６４ － １７．１

区 分 単位 平成２８年度
２９ 対前年度

増減率実 数 構成割合
肥育牛１頭当たり ％ ％
物財費 円 ４７５，７５７ ５０３，８０３ ９５．５ ５．９
うちもと畜費 〃 ２０４，１８３ ２４６，３９８ ４６．７ ２０．７

飼料費 〃 ２３２，００１ ２２１，６９５ ４２．０ △ ４．４
光熱水料及び動力費 〃 ７，４７１ ７，８７１ １．５ ５．４
敷料費 〃 １０，２４６ ７，５９２ １．４ △ ２５．９
労働費 〃 ２５，４３７ ２３，９２６ ４．５ △ ５．９

費用合計 〃 ５０１，１９４ ５２７，７２９ １００．０ ５．３
生産費（副産物価額差引） 〃 ４９６，８３８ ５２３，４５９ － ５．４
支払利子・地代算入生産費 〃 ４９９，２９３ ５２４，５４４ － ５．１
資本利子・地代全額算入生産費 〃 ５０５，２４４ ５３１，５１３ － ５．２
生体１００kg 当たり全算入生産費 〃 ６５，６４１ ６８，５００ － ４．４
１経営体当たり販売頭数 頭 １１４．４ １２０．５ － ５．３
１頭当たり投下労働時間 時間 １６．６５ １５．３７ － △ ７．７

（表４）乳用雄育成牛生産費

注：本調査は、２０１５年農林業センサスに基づく農業経営体のうち、世帯による農業経営を行い、肥育用もと牛とする目的で育成している乳
用雄牛を５頭以上飼養し、販売又は自家肥育に仕向けた経営体（個別経営）を対象に実施した。

（表５）乳用雄肥育牛生産費

注：本調査は、２０１５年農林業センサスに基づく農業経営体のうち、世帯による農業経営を行い、肥育を目的とする乳用雄牛を１頭以上飼養
し、販売した経営体（個別経営）を対象に実施した。

2019.2.20 No.351 畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association

１４



区 分 単位 平成２８年度
２９ 対前年度

増減率実 数 構成割合
育成牛１頭当たり ％ ％
物財費 円 ３１８，８７１ ３５４，７５４ ９５．９ １１．３
うちもと畜費 〃 ２２５，８９８ ２５８，４８６ ６９．９ １４．４

飼料費 〃 ７２，３４４ ７４，１６７ ２０．０ ２．５
獣医師料及び医薬品費 〃 ５，１４９ ５，４１７ １．５ ５．２
敷料費 〃 ５，４１２ ５，３２７ １．４ △ １．６
労働費 〃 １４，４４５ １５，２９３ ４．１ ５．９

費用合計 〃 ３３３，３１６ ３７０，０４７ １００．０ １１．０
生産費（副産物価額差引） 〃 ３３０，８３１ ３６６，３５３ － １０．７
支払利子・地代算入生産費 〃 ３３１，８３５ ３６７，３８６ － １０．７
資本利子・地代全額算入生産費 〃 ３３５，２４４ ３７１，４５７ － １０．８
１経営体当たり販売頭数 頭 １９１．２ １８２．２ － △ ４．７
１頭当たり投下労働時間 時間 ９．８８ ９．９０ － ０．２

区 分 単位 平成２８年度
２９ 対前年度

増減率実 数 構成割合
肥育牛１頭当たり ％ ％
物財費 円 ７１５，１９２ ７６７，２５６ ９５．１ ７．３
うちもと畜費 〃 ３７１，３４９ ４１６，４８８ ５１．６ １２．２
飼料費 〃 ２９４，２７８ ２９８，３０４ ３７．０ １．４
建物費 〃 １１，０４２ １３，９８０ １．７ ２６．６
光熱水料及び動力費 〃 ９，３７８ ９，７８８ １．２ ４．４
労働費 〃 ３９，６２７ ３９，２３５ ４．９ △ １．０

費用合計 〃 ７５４，８１９ ８０６，４９１ １００．０ ６．８
生産費（副産物価額差引） 〃 ７４９，７２１ ８００，７３０ － ６．８
支払利子・地代算入生産費 〃 ７５４，８５０ ８０４，８８２ － ６．６
資本利子・地代全額算入生産費 〃 ７６９，３８４ ８１８，４５６ － ６．４

生体１００kg 当たり全算入生産費 〃 ９４，６０７ ９９，０１４ － ４．７
１経営体当たり販売頭数 頭 ８３．２ ８３．５ － ０．４
１頭当たり投下労働時間 時間 ２５．３６ ２５．１６ － △ ０．８

区 分 単位 平成２８年度
２９ 対前年度

増減率実 数 構成割合
肥育豚１頭当たり ％ ％
物財費 円 ２７，９５１ ２８，６１９ ８７．０ ２．４
うち飼料費 〃 ２０，２５５ ２０，５４１ ６２．５ １．４
獣医師料及び医薬品費 〃 ２，０９０ ２，１１６ ６．４ １．２
光熱水料及び動力費 〃 １，５０９ １，５９２ ４．８ ５．５
建物費 〃 １，２５５ １，３９２ ４．２ １０．９

労働費 〃 ４，２８０ ４，２６５ １３．０ △ ０．４
費用合計 〃 ３２，２３１ ３２，８８４ １００．０ ２．０
生産費（副産物価額差引） 〃 ３１，３５３ ３２，００１ － ２．１
支払利子・地代算入生産費 〃 ３１，４６６ ３２，０８１ － ２．０
全算入生産費 〃 ３２，０８９ ３２，７６０ － ２．１

生体１００kg 当たり全算入生産費 円 ２８，１８９ ２８，６９８ － １．８
１経営体当たり販売頭数 頭 １，５６４．２ １，５８０．８ － １．１
１頭当たり投下労働時間 時間 ２．７２ ２．７１ － △ ０．４

（表６）交雑種育成牛生産費

注：本調査は、２０１５年農林業センサスに基づく農業経営体のうち、世帯による農業経営を行い、肥育用もと牛とする目的で育成している交
雑種牛を５頭以上飼養し、販売又は自家肥育に仕向けた経営体（個別経営）を対象に実施した。

（表７）交雑種肥育牛生産費

注：本調査は、２０１５年農林業センサスに基づく農業経営体のうち、世帯による農業経営を行い、肥育を目的とする交雑種牛を１頭以上飼養
し、販売した経営体（個別経営）を対象に実施した。

（表８）肥育豚の生産費
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販 売 月 肉専用種
（地域算定県を除く） 交 雑 種 乳 用 種

平成３０年１０月確定値
（概算払）

― ２５，２００円 ３３，７００円
（―） （２１，７００円） （３０，３００円）

１１月確定値
（概算払）

― ― ３３，４００円
（―） （―） （３０，３００円）

１２月確定値 ― ― ３９，７００円

（表１）全 国

販売月 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県
１０月確定値
（概算払）

７４，３００円 ５６，７００円 ５５，５００円 ５，７００円 ４３，８００円 ２８，８００円
（７０，５００円） （５２，９００円） （５１，７００円） （１，９００円） （４０，０００円） （２５，０００円）

１１月確定値
（概算払）

１６，４００円 ４，３００円 ６２，０００円 ― ― ―
（１３，０００円） （―） （５８，６００円） （―） （―） （―）

１２月確定値 ― ― ３１，４００円 ― ― １０，９００円

（表２）地域算定県（肉専用種）※

※各県の算定結果です。

注１：平成２６年度から、四半期の最終月以外に販売された交付対象牛について、肥育牛補塡金の概算払を行うこととしています。精算払に
ついては、四半期の最終月の補塡金交付と合わせて行います。

注２：概算払は、配合飼料価格安定制度の当該四半期の補塡金がないと仮定して計算した額より４，０００円／頭を控除した額としています。
ただし、控除した額が１，０００円／頭未満の場合は概算払を行いません。なお、配合飼料価格安定制度の補塡状況については、下記の
ホームページをご参照ください。
一般社団法人全国配合飼料供給安定基金（http://www.esakikin.or.jp/new.html）
一般社団法人全国畜産配合飼料価格安定基金（http://www.tikusankikin.com/hotenkin/index.html）
一般社団法人全日本配合飼料価格畜産安定基金（http://www.zennikki.or.jp/）

注３：平成３０年度地域算定実施県は、岩手県（日本短角種及び日本短角種を除く肉専用種）、島根県、広島県、福岡県、佐賀県、長崎県、
熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県及び沖縄県です。

各種補塡金・交付金単価の公表について

１．肉用牛肥育経営安定特別対策事業（牛マルキン事業）の補塡金単価について〔平成３０年１０・１１・１２月分〕

（独）農畜産業振興機構は、平成３０年１０・１１・１２月に販売された交付対象牛に適用する肉用牛肥
育経営安定特別対策事業実施要綱（平成２８年３月２５日付け２７農畜機第５５８３号）第６の９の補塡金
単価（確定値）について、下記のとおり公表しました。
なお、平成３０年１０・１１月に販売された交付対象牛に適用する同要綱附則１０の精算払の額につい

ては、下記の確定値と概算払の補塡金単価の差額となります。

販売月 岩手県 島根県 広島県 福岡県 佐賀県日本短角種 日本短角種を除く
１０月確定値
（概算払）

３，３００円 ２，１００円 ９４，７００円 ６４，３００円 ６５，６００円 ４７，２００円
（―） （―） （９０，９００円） （６０，５００円） （６１，８００円） （４３，４００円）

１１月確定値
（概算払）

― ― ４０，５００円 １９，７００円 ２６，８００円 ―
（―） （―） （３７，１００円） （１６，２００円） （２３，４００円） （―）

１２月確定値 ― ― ― ７，５００円 ９，１００円 ―
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黒毛和種 褐毛和種 その他の
肉専用種 乳用種 交雑種

保証基準価格※ ３４１，０００ ３１１，０００ ２２２，０００ １４１，０００ ２１６，０００
５３１，０００ ４８９，０００ ３１４，０００ １６１，０００ ２６９，０００

合理化目標価格※ ２８４，０００ ２６１，０００ １５１，０００ ９８，０００ １５８，０００
４２１，０００ ３８８，０００ ２４９，０００ １０８，０００ ２１２，０００

３０年度
第３四半期

平均売買価格 ７８１，８００ ５７３，６００ ３３２，９００ ２６６，１００ ４４１，４００
補給金単価 ― ― ― ― ―

（表３）肉用子牛の平均売買価格及び補給金単価 単位：円／頭

※上段は平成３０年１２月２９日までの価格。下段は同年１２月３０日から適用される期中改定後の価格。

区 分 黒毛和種 褐毛和種 その他の肉専用種
①保証基準価格（※１） ３４１，０００ ３１１，０００ ２２２，０００
②３０年度第３四半期平均売買価格 ７８１，８００ ５７３，６００ ３３２，９００
③発動基準 ４６０，０００ ４２０，０００ ３００，０００
④支援交付金単価（※２）（※３）
（③－②（②＜①の場合は①））×３／４ ― ― ―

（表４）肉用子牛の平均売買価格及び支援交付金単価 単位：円／頭

※１：平成３０年１２月２９日までの価格。
※２：繁殖経営支援事業の対象は平成３０年１２月２９日までに販売または自家保留されたものに限る。
※３：支援交付金単価の１００円未満は切り捨て。

平均粗収益 A ３６，６０９
平均生産コスト B ３３，３８９
差額 C＝A－B ３，２２０
補塡金単価 （注） A＞B補塡なし

（表５）養豚補塡金単価の算定 単位：円／頭

注：平成２６年度第１四半期分から、消費税抜きで算定しています。

２．肉用子牛の平均売買価格及び生産者補給金交付単価〔平成３０年度第３四半期〕

農林水産省は、平成３１年１月２３日官報で、肉用子牛生産安定等特別措置法（昭和６３年法律第９８
号）に基づく肉用子牛生産者補給金制度の平成３０年度第３四半期（平成３０年１０月から１２月まで）
の平均売買価格及び補給金単価を表３の通り公表しました。

３．肉用牛繁殖経営支援事業に係る四半期別品種区分別支援交付金単価〔平成３０年度第３四半期〕

（独）農畜産業振興機構は、平成３０年度第３四半期における販売または自家保留された肉用子牛
に係る肉用牛繁殖経営支援事業実施要綱第３の４の⑴に規定する支援交付金の単価を表４の通り
公表しました。

４．養豚経営安定対策事業の養豚補塡金単価〔平成３０年度第１～３四半期〕

（独）農畜産業振興機構は、平成３０年度第１～３四半期（平成３０年４月から１２月まで）に販売さ
れた交付対象の事業対象肉豚に適用する養豚経営安定対策事業実施要綱第４の２の⑺のアのアの
養豚補塡金については、平成３０年度第１～３四半期（平成３０年４月から１２月まで）の平均粗収益
が平均生産コストを上回ったことから交付しないことを公表しました。
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１月の牛肉市況

東 京 市 場
和牛去勢Ａ 和牛去勢Ｂ

取引価格 取引頭数 取引価格 取引頭数
５ ４ ３ 平均 ５ ４ ３ 計 ５ ４ ３ ２ 平均 ５ ４ ３ ２ 計

７月 ２８５４ ２５６７ ２４２０ ２７２６ ６２ ３７ ８ １０７ ２２７３ － ２２４４ － ２２５４ １ － ２ － ３
８ 火 ２８７５ ２５８８ ２３７１ ２６４３ ７６ ８３ ２９ １９７ ２７０１ ２４５３ ２１７７ ２０１４ ２３７０ １ ６ ３ １ １１
９ 水 ２８９３ ２５７４ ２３３８ ２６５７ ８０ ８２ ２８ １９４ ２５４５ ２３８４ ２１００ １６８４ ２０４９ １ ２ ４ ４ １１
１０木 ２７６０ ２５１３ ２２７７ ２５９８ １０４ ９９ ２１ ２２７ － ２１０９ ２１３９ － ２１２６ － ３ ４ － ７

１～１０日
計・平均 ２８３８ ２５５７ ２３４２ ２６４５ ３２２ ３０１ ８６ ７２５ ２５０６ ２３４７ ２１５２ １７５０ ２１９５ ３ １１ １３ ５ ３２

１１金 ２７８３ ２４７６ ２３２９ ２６０２ ９２ ８０ ２５ １９９ ２４９３ － ２０７５ １５２３ ２１３０ １ － １ １ ３
１５火 ２６６２ ２４０１ ２１４１ ２５４４ ４４ ２８ ３ ７６ － ２１６９ － １８２８ ２０３５ － １ － １ ２
１６水 ２７８３ ２４８５ ２２９１ ２５５２ ６９ ９０ ３０ １９６ － ２３１７ １８６８ － ２０９９ － ４ ４ － ８
１７木 ２７５７ ２４５０ ２３１０ ２５７４ １００ ８５ ２６ ２１５ － ２２９０ ２１４５ １１８１ ２１６３ － ５ ６ １ １２
１８金 ２８５１ ２４９９ ２３１１ ２６１３ ７９ ８９ ２２ １９５ － ２２３５ ２０７５ － ２１６６ － ５ ４ － ９

１１～２０日
計・平均 ２７７６ ２４７２ ２３０５ ２５８１ ３８４ ３７２ １０６ ８８１ ２４９３ ２２７１ ２０４８ １５１１ ２１３８ １ １５ １５ ３ ３４

２１月 ２７５４ ２４７３ ２２２６ ２５７８ ２７ ２４ ６ ５８ ２３０３ ２３６７ － － ２３３０ １ １ － － ２
２２火 ２８３３ ２４２７ ２２５７ ２５８６ ８９ ８２ １８ １９９ ２２７３ ２０７６ ２０４４ １８６３ ２０４６ １ ２ ２ ２ ７
２３水 ２８１９ ２４８３ ２２７０ ２６５０ ８２ ５７ ９ １５１ － １７６６ ２０５３ － １９５３ － １ １ － ２
２４木 ２８１７ ２４６６ ２２３７ ２５８６ ８７ ９４ ２２ ２０６ － ２５６８ ２０４４ １７７１ ２１２１ － １ ４ １ ６
２５金 ２７５１ ２５２３ ２２５７ ２５９３ ５８ ５２ １２ １２５ － － ２１７７ １８６１ ２０６２ － － １ １ ２
２８月 ２８０３ ２４５２ ２３３５ ２６２５ ２８ ２４ ３ ５６ ２２８６ － ２０４１ － ２１４５ １ － １ － ２
２９火 ２８７８ ２４８３ ２３００ ２５８７ ３６ ３９ １８ ９７ － ２３００ － － ２３００ － ３ － － ３
３０水 ２７７７ ２５１５ ２２１９ ２６２５ ５３ ３５ １２ １００ ２５１２ － ２０５６ － ２２４６ １ － ２ － ３
３１木 ２７８３ ２５５５ ２２８４ ２６００ ３５ ４０ １３ ９０ － １９４９ １９４８ － １９４９ － ２ ２ － ４

２１～３１日
計・平均 ２８０６ ２４８１ ２２６０ ２６０２ ４９５ ４４７ １１３ １０８２ ２３４４ ２１６５ ２０４２ １８４０ ２１１２ ４ １０ １３ ４ ３１

１月
計・平均 ２８０５ ２４９８ ２２９９ ２６０７ １２０１ １１２０ ３０５ ２６８８ ２４２３ ２２６５ ２０７９ １７２０ ２１４９ ８ ３６ ４１ １２ ９７

前月比
１－１２月 ▲１２９ ▲１９２ ▲２０３ ▲１５６ ▲６０３ ▲５１５ ▲２７８ ▲１４３３ ▲１７７ ▲２１８ ▲１４４ ▲９４ ▲１４４ ▲７ ▲２２ ▲６ ▲１５ ▲５１

１／１２月 ９６ ９３ ９２ ９４ ６７ ６９ ５２ ６５ ９３ ９１ ９４ ９５ ９４ ５３ ６２ ８７ ４４ ６６

資料：東京畜産情報センター「畜産物市況情報」以下同。
（単位：円／㎏、頭、％）
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大 阪 市 場
和牛去勢Ａ 和牛去勢Ｂ

取引価格 取引頭数 取引価格 取引頭数
５ ４ ３ 平均 ５ ４ ３ 計 ５ ４ ３ ２ 平均 ５ ４ ３ ２ 計

７月 ２８０９ ２５２９ ２３１８ ２６９４ ３６ １５ ５ ５６ ２６２５ ２４０５ ２１８６ － ２３８０ １ ７ ２ － １０
８ 火 ２８３６ ２５５５ ２１６４ ２６１３ ２０ ２４ ８ ５２ ２６１３ ２３７９ ２１５３ １６３３ ２２４２ １ １ ３ １ ６
９ 水 ２７８９ ２５５５ ２３７８ ２５７９ １ ２ １ ４ － － － － － － － － － －
１０木 ２６３０ ２４９１ ２２６６ ２４８８ ３ ４ ２ ９ － ２１７８ － － ２１７８ － １ － － １

１～１０日
計・平均 ２８０９ ２５４１ ２２３８ ２６４０ ６０ ４５ １６ １２１ ２６１９ ２３７７ ２１６６ １６３３ ２３１９ ２ ９ ５ １ １７

１１金 － ２３３３ ２４５５ ２３６２ － ４ １ ５ － － － － － － － － － －
１５火 － ２４７５ ２２８９ ２４２７ － ２ １ ３ － － － － － － － － － －
１６水 ２９２８ ２５３５ ２３５３ ２６２５ １１ ２６ ４ ４１ － ２３７５ ２３０５ － ２３４９ － ５ ３ － ８
１７木 ２８４９ ２５９４ ２３５２ ２６８５ １０ ８ ３ ２１ － ２３６９ ２２２６ － ２３１２ － ３ ２ － ５
１８金 ２７５８ ２５１７ ２４８５ ２５７７ ９ １０ １ ２１ ２６１７ － ２２４９ － ２４４１ １ － １ － ２

１１～２０日
計・平均 ２８５１ ２５２２ ２３７０ ２６０７ ３０ ５０ １０ ９１ ２６１７ ２３７３ ２２６９ － ２３４９ １ ８ ６ － １５

２１月 ２６３２ ２４６３ ２１１３ ２３４１ １ １ ２ ４ － － － － － － － － － －
２２火 ２８４４ ２５１６ ２１８７ ２５７６ ５ １６ １ ２２ － ２３８８ － － ２３８８ － ４ － － ４
２３水 ２８１７ ２５５１ － ２７３７ １４ ６ － ２０ ２５２２ － － － ２５２２ ２ － － － ２
２４木 － ２４４５ ２１３１ ２３３５ － ５ ３ ８ － － － － － － － － － －
２５金 ２７４８ ２５２１ ２２０７ ２５１１ ４ ９ ４ １７ ２５４５ － ２０７４ １９７４ ２１３８ １ － ３ １ ５
２８月 － － ２２０６ ２２０６ － － １ １ － － － － － － － － － －
２９火 ２６９７ ２５１５ － ２５３６ １ ７ － ８ － － － － － － － － － －
３０水 ２８６４ ２５５６ ２１８１ ２６５４ ２０ １８ ６ ４４ － － ２１０５ － ２１０５ － － ３ － ３
３１木 － － ２１０８ ２１０８ － － １ １ － － － － － － － － － －

２１～３１日
計・平均 ２８２８ ２５２５ ２１６９ ２５８８ ４５ ６２ １８ １２５ ２５３０ ２３８８ ２０９０ １９７４ ２２５７ ３ ４ ６ １ １４

１月
計・平均 ２８２４ ２５２９ ２２４０ ２６１２ １３５ １５７ ４４ ３３７ ２５７４ ２３７７ ２１７６ １８０４ ２３１０ ６ ２１ １７ ２ ４６

前月比
１－１２月 ▲１９５ ▲１５３ ▲２７５ ▲２１８ ▲１９９ ▲１２８ ▲３０ ▲３６１ ▲１２４ ▲２１１ ▲２９７ ▲５０１ ▲２４０ ▲２ ▲１２ ▲１１ ▲１ ▲２６

１／１２月 ９４ ９４ ８９ ９２ ４０ ５５ ５９ ４８ ９５ ９２ ８８ ７８ ９１ ７５ ６４ ６１ ６７ ６４

※全国の９中央食肉卸売市場および１９地方肉卸売市場の取引実績（市場別、品種別、規格別頭数、価格）は、畜産情報ネット
ワーク（LIN）の参加団体である㈳日本食肉市場卸売協会のホームページ（http://www.jmma.or.jp/i／）からダウンロード
できます。また、携帯電話からも市場速報をみることができます。（http://www.jmma.or.jp/i／）。NTT DoCoMo iモード／
au EZweb／softbank に対応しています。
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東 京 市 場
乳用牛去勢Ｂ 乳用牛去勢C F１（交雑）去勢B

取引価格 取引頭数 取引
価格

取引
頭数 取引価格 取引頭数

４ ３ ２ 平均 ４ ３ ２ 計 平均 計 ４ ３ ２ 平均 ４ ３ ２ 計
７月 － － － － － － － － － － １７４７ １６３３ １５４０ １６４９ ２３ ３５ １７ ７５
８ 火 － － － － － － － － － － １７３６ １６２８ １５７０ １６６１ ２９ ３２ １３ ７４
９ 水 － － １０３０ １０３０ － － １０ １０ ９８２ ７ １７４１ １５９１ １５００ １５８１ ９ ４４ ２５ ７８
１０木 － － １０３７ １０３７ － － ２ ２ １００７ ４ １７１８ １５９９ １４１３ １５５９ １１ ２７ ２１ ５９

１～１０日
計・平均 － － １０３１ １０３１ － － １２ １２ ９９１ １１ １７３７ １６１２ １４９７ １６１５ ７２ １３８ ７６ ２８６

１１金 － － ８４８ ８４８ － － ４ ４ ７９２ ３ １７４１ １５４８ １４６８ １５８２ １２ ２７ ８ ４７
１５火 － － １０４２ １０４２ － － ６ ６ ９６１ ２ １７４８ １６１６ １５３４ １６２５ ４ ８ ５ １７
１６水 － － １０４８ １０４８ － － ５ ５ ８４６ ２ １７８３ １６５７ １５０５ １６６６ １０ ２６ ６ ４２
１７木 － － － － － － － － ７２１ ２ １７１５ １５９７ １４５５ １５８８ １６ ４７ ２０ ８３
１８金 － － － － － － － － ７７３ ２ １７２８ １６００ １４８５ １６２６ １４ １７ ８ ３９

１１～２０日
計・平均 － － ９９２ ９９２ － － １５ １５ ８１６ １１ １７３８ １６０１ １４７７ １６１０ ５６ １２５ ４７ ２２８

２１月 － － １０８０ １０８０ － － ２ ２ ９５７ ２ － １５４９ １４５５ １５０９ － １０ ７ １７
２２火 － － １１０４ １１０４ － － ４ ４ － － １７２１ １６６０ １４６５ １６５１ １５ ２８ ８ ５２
２３水 － － １０５７ １０５７ － － ９ ９ ９５８ ２ １７８９ １６６０ １５２２ １６２３ ７ ３５ ２６ ６８
２４木 － － ９８５ ９８５ － － ８ ８ ９４５ ５ １７３６ １５９１ １４７８ １６３８ ２６ ２４ １０ ６０
２５金 － － － － － － － － ８５６ １ １７１４ １６１８ １４５９ １６０９ １４ ２０ １１ ４５
２８月 － － １０７５ １０７５ － － ４ ４ ７５３ ３ １７５０ １６４０ １５１０ １６２６ ５ １２ ７ ２４
２９火 － １０９８ １０１９ １０６１ － ２ ２ ４ １０５０ ２ １７８０ １６８３ １５７２ １７０１ １０ １８ ４ ３２
３０水 － － ９５１ ９５１ － － ３ ３ ９６８ １ １７００ １６２１ １５５３ １６２５ １８ ２７ １９ ６４
３１木 － － － － － － － － ５９０ １ １７７５ １６３２ １５２４ １６６１ １０ ２４ ４ ３８

２１～３１日
計・平均 － １０９８ １０３６ １０４０ － ２ ３２ ３４ ９０２ １７ １７３７ １６３４ １５０８ １６３３ １０５ １９８ ９６ ４００

１月
計・平均 － １０９８ １０２４ １０２７ － ２ ５９ ６１ ９０３ ３９ １７３７ １６１８ １４９８ １６２２ ２３３ ４６１ ２１９ ９１４

前月比
１－１２月 － １０９８ ８ １１ － ２ ２８ ３０ １６ ▲５ ▲７３ ▲６３ ▲４０ ▲５８ ▲１０７ ▲２７３ ▲１４１ ▲５２５

１／１２月 － － １０１ １０１ － － １９０ １９７ １０２ ８９ ９６ ９６ ９７ ９７ ６９ ６３ ６１ ６４
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大 阪 市 場
乳用牛去勢Ｂ 乳用牛去勢C F１（交雑）去勢B

取引価格 取引頭数 取引
価格

取引
頭数 取引価格 取引頭数

４ ３ ２ 平均 ４ ３ ２ 計 平均 計 ４ ３ ２ 平均 ４ ３ ２ 計
７月 － － － － － － － － － － １９７９ １７２８ １５４３ １７６６ ７ １１ ７ ２６
８ 火 － － － － － － － － － － １９１４ １６７１ １５６５ １６６７ ２ １７ ６ ２５
９ 水 － － － － － － － － － － １９３６ １７２８ １４３１ １６９１ ４ １１ ６ ２１
１０木 － － － － － － － － ７３４ ６ １６８３ １６４５ １４８９ １６１９ １ １０ ３ １４

１～１０日
計・平均 － － － － － － － － ７３４ ６ １９３６ １６９１ １５１１ １６９５ １４ ４９ ２２ ８６

１１金 － － － － － － － － － － １９０６ １６８６ １５６９ １７３７ ６ １７ ４ ２８
１５火 － － － － － － － － － － １８９３ １６９１ １３５９ １６９６ ６ １１ ４ ２１
１６水 － － － － － － － － １０８７ ３ １８５９ １６５６ １５７０ １６５２ ２ １２ ６ ２０
１７木 － － － － － － － － － － １７４５ １７３５ １５７１ １６７４ ２ １１ ８ ２１
１８金 － － － － － － － － － － １８８７ １７２８ １６１５ １７３９ ６ ７ ６ １９

１１～２０日
計・平均 － － － － － － － － １０８７ ３ １８７８ １６９５ １５５０ １７０２ ２２ ５８ ２８ １０９

２１月 － － － － － － － － － － １９８９ １７５１ １５８９ １７６２ ４ １２ ５ ２１
２２火 － － － － － － － － － － １８９１ １７１１ １５３４ １７１７ ２ ６ ２ １０
２３水 － － － － － － － － － － － １６４９ １５３６ １６１４ － ４ ２ ６
２４木 － － － － － － － － － － １８７０ １７４４ １５１６ １６９３ ３ １３ ８ ２４
２５金 － － － － － － － － １１００ ４ １９２９ １７９１ １５８６ １７２９ ３ ４ ６ １３
２８月 － － － － － － － － － － １８４９ １７１０ １５７４ １６７５ １ ５ ４ １０
２９火 － － － － － － － － － － １９０８ － １５３９ １６３６ １ － ３ ４
３０水 － － － － － － － － １０９６ １ １８８８ １６６２ １５４０ １６３８ １ ９ ５ １５
３１木 － － － － － － － － － － １９３９ １６９１ １５５４ １６９３ ３ ９ ６ １８

２１～３１日
計・平均 － － － － － － － － １０９９ ５ １９２２ １７１７ １５５３ １６９７ １８ ６２ ４１ １２１

１月
計・平均 － － － － － － － － ９４０ １４ １９０８ １７０２ １５４２ １６９８ ５４ １６９ ９１ ３１６

前月比
１－１２月 － － － － － － ▲５ ▲５ ▲１３７ ▲８ ▲４２ ▲８０ ▲９６ ▲８０ ▲２７ ▲８３ ▲３７ ▲１５０

１／１２月 － － － － － － － － ８７ ６４ ９８ ９６ ９４ ９６ ６７ ６７ ７１ ６８
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１月の豚肉市況

仙 台 市 場 さいたま市場 東 京 市 場 横 浜 市 場

取引価格 取引頭数 取引価格 取引頭数 取引価格 取引頭数 取引価格 取引頭数

上 平均省令 上 計 省令 上 平均省令 上 計 省令 上 平均省令 上 計 省令 上 平均省令 上 計 省令

４ 金 － － － － － － ４１４ ３５９ ４１４ ６９ ３４４ ７０ － － － － － － － － － － － －
５ 土 ４７３ ４５７ ４７３ ２１ ４９ ２１ － － － － － － － － － － － － － － － － － －
７ 月 ４６７ ４３６ ４６７ １７ ８１ １７ ４４６ ４０８ ４４６ ２２ ２０１ ２２ ４２９ ４０９ ４２９ ３６７１１５５ ３６７ － － － － － －
８ 火 ４７５ ４５４ ４７５ ４６ １０６ ４６ ４６１ ４０４ ４６１ ７４ ３９６ ７４ ４３８ ４０９ ４３８ ２５３ ９７４ ２５３ ５２９ ４７２ ５２９ １４４ ４９４ １４４
９ 水 ５００ ４３０ ５００ １ １５ １ ４５２ ３７１ ４５２ １８ ２１７ １８ ４６８ ４１９ ４６９ １５５ ８１４ １５８ ４７８ ４５２ ４７８ ２６１ ６６２ ２６１
１０木 ４８７ ４２５ ４８７ １５ １１９ １５ ４３９ ４０８ ４４０ ３９ ２２９ ４０ ４６７ ４０７ ４６７ ３１６ ９９１ ３１８ ４７１ ４５１ ４７２ ２３７ ７０１ ２３８

１～１０日
計・平均 ４７５ ４４０ ４７５ １００ ３７０ １００ ４４０ ３８９ ４４０ ２２２１３８７ ２２４ ４４８ ４１１ ４４８１０９１３９３４１０９６ ４８７ ４５７ ４８７ ６４２１８５７ ６４３

１１金 ４７７ ４３５ ４７７ ２６ ９１ ２６ ４７１ ４０１ ４７１ ５３ ２７７ ５３ ４６７ ４００ ４６８ ２２４１０７９ ２２６ ５１０ ４７５ ５１０ ２６８ ６８４ ２６９
１２土 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
１４月 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
１５火 ４９１ ４５７ ４９１ ５９ ２０９ ５９ ４６９ ４１７ ４６９ ７８ ４１１ ７８ ４６９ ４１７ ４７０ ３４２１０５１ ３４３ ５０８ ４６９ ５１０ ２５５ ５８３ ２５８
１６水 ４７７ ４２７ ４７７ １７ ６４ １７ ４３０ ３８７ ４３０ ４８ ３１４ ４８ ４７５ ４１２ ４７５ ２４８１００８ ２４９ ４８８ ４５４ ４８８ ２３９ ５８９ ２３９
１７木 ４７０ ４３４ ４７０ ６９ １９２ ６９ ４５１ ３９０ ４５１ ２３ ２４５ ２３ ４６９ ４１１ ４７０ ２４９ ９６１ ２５２ ４７０ ４４４ ４７１ ２５７ ６８４ ２５８
１８金 ４７４ ４３５ ４７４ １０ ３１ １０ ４４７ ３８８ ４４７ ５１ ３２６ ５２ ４５７ ４０３ ４５７ ２６５ ９６４ ２６６ ４８３ ４３７ ４８３ ２８９ ６８２ ２９１

１１～２０日
計・平均 ４７９ ４４２ ４７９ １８１ ５８７ １８１ ４５６ ３９８ ４５６ ２５３１５７３ ２５４ ４６７ ４０９ ４６８１３２８５０６３１３３６ ４９２ ４５５ ４９２１３０８３２２２１３１５

２１月 ４７８ ３９５ ４７８ ２ ４４ ２ ４４７ ３８３ ４４７ ６０ ２８６ ６０ ４３２ ３６３ ４３２ ２９７ ９２１ ２９８ ４７６ ４４２ ４７６ ２９３ ６９６ ２９４
２２火 ４６０ ４４０ ４６０ ３２ １０４ ３２ ４４４ ３６８ ４４４ ３９ ２６５ ３９ ４４９ ３９０ ４４９ ２５９ ９３５ ２５９ ４３９ ４０９ ４３９ ２６１ ６９０ ２６１
２３水 ４６８ ４２８ ４６８ ２９ ７４ ２９ ４５３ ４０６ ４５３ ３６ ２９８ ３６ ４３０ ３６１ ４３０ １９０ ８５０ １９１ ４４３ ４１１ ４４３ ２７９ ６９５ ２８１
２４木 ４５２ ３９７ ４５２ ６ ６７ ６ ４０９ ３６７ ４０９ ６０ ２４１ ６０ ４３４ ３９１ ４３５ ２４４ ９２０ ２４８ ４２４ ３８９ ４２４ ２４２ ６７２ ２４２
２５金 ４４５ ３９１ ４４５ ２５ ８５ ２５ ４０５ ３４６ ４０５ ７８ ３５６ ７９ ４２２ ３５５ ４２２ ２５８１０７８ ２５９ ４０７ ３６７ ４０７ ２９４ ６９９ ２９５
２８月 ４５７ ４０８ ４５７ １２ ４９ １２ ４２３ ３８３ ４２３ ４２ １８９ ４２ ３８７ ３３８ ３８７ ３２４ ９１０ ３２５ ４２８ ３９８ ４２８ ３３９ ６８１ ３３９
２９火 ４３７ ４０６ ４３７ ７ ２６ ７ ４３１ ３８６ ４３１ ７４ ４３３ ７４ ４４２ ３９３ ４４２ ２９６ ９７３ ２９６ ４０９ ３７３ ４０９ ２３６ ５９５ ２３７
３０水 ４７６ ４３２ ４７６ １０ ４６ １０ ４４９ ３７７ ４４９ ３２ ２２２ ３２ ４７７ ３９７ ４７６ １４７ ７７４ １５０ ４３５ ４０３ ４３５ ２６９ ６０２ ２７１
３１木 ４５８ ４２７ ４５８ ２０ ９１ ２０ ４５２ ３８４ ４５２ １９ １２７ １９ ４８０ ４３１ ４８１ ２８６ ７９３ ２８８ ４５５ ４１８ ４５５ ２２９ ５６８ ２２９

２１～３１日
計・平均 ４５８ ４１６ ４５８ １４３ ５８６ １４３ ４３０ ３７７ ４３０ ４４０２４１７ ４４１ ４３７ ３７９ ４３７２３０１８１５４２３１４ ４３５ ４０１ ４３５２４４２５８９８２４４９

１月
計・平均 ４７１ ４３２ ４７１ ４２４１５４３ ４２４ ４４０ ３８６ ４４０ ９１５５３７７ ９１９ ４４８ ３９５ ４４８４７２０１７１５１４７４６ ４６０ ４２７ ４６０４３９２１０９７７４４０７

前月比
１－１２月 ２７ ３０ ２７▲９１ ▲４１７ ▲９２ ７ １０ ７ ▲４４７ ▲２７０ ▲４５４ ３ ▲８ ３ ▲１１５９ ▲１４６ ▲１１５８ ６ ２ ５ ▲１６８０ ▲３５７０ ▲１６７７

１／１２月 １０６ １０７ １０６ ８２ ７９ ８２ １０２ １０３ １０２ ６７ ９５ ６７ １０１ ９８ １０１ ８０ ９９ ８０ １０１ １００ １０１ ７２ ７５ ７２

（単位：円／㎏、頭、％）
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名古屋市場 大 阪 市 場 広 島 市 場 福 岡 市 場

取引価格 取引頭数 取引価格 取引頭数 取引価格 取引頭数 取引価格 取引頭数

上 平均省令 上 計 省令 上 平均省令 上 計 省令 上 平均省令 上 計 省令 上 平均省令 上 計 省令

４ 金 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －
５ 土 ４００ ３７９ ４００ ３３７ ６４６ ３３７ － － － － － － ４２７ ３９４ ４２７ １８７ ４３３ １８７ － － － － － －
７ 月 ４１６ ３９３ ４１６ ２６４ ６３５ ２６５ ４２２ ３８３ ４２３ １１７ ３５５ １１９ ４２６ ３９４ ４２６ １３１ ２９５ １３１ ４３４ ４１６ ４３４ ２１６ ４９４ ２１７
８ 火 ４４３ ４１０ ４４３ ３８８ ９９８ ３８８ ４２８ ３５４ ４２８ ５７ ４２９ ５７ ４３１ ３９８ ４３１ １４７ ３９２ １４７ ４２９ ４０４ ４２９ ２３７ ５９３ ２３７
９ 水 ４４７ ４１８ ４４７ ３５８ ９６２ ３５８ ４２２ ３５７ ４２２ ６１ ３９６ ６１ ４３６ ４０５ ４３６ １２４ ３０１ １２４ ４５１ ４３３ ４５１ ２５３ ５８３ ２５４
１０木 ４５７ ４１９ ４５７ ３０８ ９３５ ３０９ ４４１ ３６４ ４４１ ３９ ２６３ ３９ ４３８ ４０８ ４３８ １５４ ２６３ １５４ ４６０ ４３１ ４６０ １９２ ５３０ １９４

１～１０日
計・平均 ４３３ ４０６ ４３３１６５５４１７６１６５７ ４２６ ３６４ ４２６ ２７４１４４３ ２７６ ４３１ ３９９ ４３１ ７４３１６８４ ７４３ ４４３ ４２１ ４４３ ８９８２２００ ９０２

１１金 ４５０ ４１８ ４５１ ３６８ ８３１ ３６９ ４０７ ３６６ ４０７ ７６ ２５８ ７７ ４４１ ４２１ ４４１ ９６ １９５ ９６ ４４９ ４１７ ４４９ ２２８ ５８６ ２２９
１２土 ４５５ ４２１ ４５５ ４０９ ８９５ ４０９ － － － － － － － － － － － － － － － － － －
１４月 ４４８ ４０８ ４４８ ２２２ ５３０ ２２２ － － － － － － － － － － － － － － － － － －
１５火 ４５３ ４１７ ４５３ ４０５ ８６２ ４０５ ４１４ ３６９ ４１９ ６４ ２７０ ６５ ４３２ ３９４ ４３２ １２９ ３１７ １３１ ４６６ ４４７ ４６６ ３０２ ６３２ ３０２
１６水 ４５３ ４２０ ４５３ ３９６ ９１６ ３９７ ４１６ ３６０ ４１６ ６６ ３９６ ６７ ４４４ ４１１ ４４４ １５５ ３６６ １５５ ４５５ ４３３ ４５５ ３１５ ６４０ ３１８
１７木 ４５７ ４２６ ４５７ ３７３ ９７５ ３７５ ４４０ ３５３ ４４０ ４０ ２５８ ４０ ４５１ ４１６ ４５１ １２１ ２１１ １２２ ４６５ ４４２ ４６５ １９３ ５６５ １９３
１８金 ４５８ ４２９ ４５８ ４１０ ９８６ ４１０ ４２４ ３５８ ４２４ ４５ ２２０ ４６ ４５２ ４１６ ４５２ ８８ １９４ ８８ ４５０ ４２６ ４５０ ２４９ ５５２ ２５１

１１～２０日
計・平均 ４５４ ４２１ ４５４２５８３５９９５２５８７ ４１８ ３６１ ４１９ ２９１１４０２ ２９５ ４４４ ４１０ ４４３ ５８９１２８３ ５９２ ４５７ ４３３ ４５７１２８７２９７５１２９３

２１月 ４５４ ４１６ ４５４ ３８３ ９８７ ３８６ ４３６ ３７０ ４３６ ２９ ２４１ ２９ ４４８ ４１６ ４４８ １６８ ３１３ １６８ ４７７ ４４５ ４７７ ２４９ ６０１ ２５３
２２火 ４４１ ４０４ ４４１ ４４４ ９４３ ４４４ ４６４ ３８６ ４６５ ６１ ３２９ ６２ ４５５ ４２３ ４５５ １３２ ２８９ １３２ ４５６ ４３０ ４５６ ２１１ ４３８ ２１４
２３水 ４４４ ４０７ ４４４ ３９３ ９１７ ３９３ ４７０ ４１３ ４７０ ６６ ２５１ ６６ ４６０ ４２３ ４６０ １００ ２４０ １００ ４５５ ４３１ ４５５ ２６２ ５８６ ２６４
２４木 ４３６ ４００ ４３６ ４００ ９２８ ４０１ ４６７ ３９２ ４６７ ３３ ２０８ ３４ ４５４ ４２４ ４５４ １１１ ２０２ １１３ ４７１ ４４２ ４７１ １８０ ５１９ １８１
２５金 ４３１ ３９２ ４３１ ３７５ ９２４ ３７５ ４４５ ３７３ ４４５ ３９ ２０７ ３９ ４５３ ３８８ ４５３ ３０ １９５ ３０ ４４８ ４１９ ４４８ ２３５ ５８２ ２３７
２８月 ４２６ ３８２ ４２６ ４０５ ９２４ ４０６ ４２５ ３６６ ４２５ ４９ ２４７ ４９ ４４５ ４０３ ４４５ ９３ ２３４ ９３ ４４９ ４２６ ４４９ ２９５ ５８６ ２９８
２９火 ４０４ ３７１ ４０４ ４２３ ９３６ ４２３ ４５０ ３５５ ４５０ ３８ ２６６ ３８ ４３０ ３９５ ４３０ ９０ １９２ ９０ ４４７ ４０９ ４４７ ２２６ ５３３ ２２６
３０水 ４２６ ３９８ ４２６ ４３７ ９８５ ４３７ ４３２ ３８２ ４３２ ５７ ２２７ ５７ ４３７ ４０４ ４３７ １０８ ２２６ １０９ ４５５ ４２５ ４５５ ２２７ ５３１ ２２８
３１木 ４５９ ４２３ ４５９ ４７０ ９２４ ４７１ ４６６ ３７６ ４６６ ３８ ２２２ ３８ ４３６ ４１３ ４３６ １２９ ２４１ １２９ ４６７ ４４４ ４６７ ２５８ ５３５ ２６２

２１～３１日
計・平均 ４３６ ３９９ ４３６３７３０８４６８３７３６ ４５１ ３７９ ４５１ ４１０２１９８ ４１２ ４４６ ４１１ ４４６ ９６１２１３２ ９６４ ４５８ ４３０ ４５８２１４３４９１１２１６３

１月
計・平均 ４４１ ４０８ ４４１７９６８１８６３９７９８０ ４３４ ３７０ ４３５ ９７５５０４３ ９８３ ４４１ ４０７ ４４１２２９３５０９９２２９９ ４５５ ４２９ ４５５４３２８１００８６４３５８

前月比
１－１２月 ▲５▲１０ ▲５ ▲２２４０ ▲１７３９ ▲２２４９ ６ ▲１５ ６ ▲２６８ ４１３ ▲２６７ ２ ▲６ ２ ▲７５５ ▲８２２ ▲７５７ ８ １ ７ ▲１１２１ ▲８７６ ▲１１３９

１／１２月 ９９ ９８ ９９ ７８ ９１ ７８ １０１ ９６ １０１ ７８ １０９ ７９ １００ ９９ １００ ７５ ８６ ７５ １０２ １００ １０２ ７９ ９２ ７９
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１２月の子牛市況

都道府県市場
取 引 頭 数 対前

月比
１頭当たり価格（１００円）１㎏

価格
対前
月比

平均
日齢

平均
体重計 めす おす 平均 めす おす

和

子

牛

北海道 南北海道 １１９１ ５６５ ６２６ １１０ ７８２９ ７３８１ ８２３４ ２５７７ １０５ ２９２ ３０４
北海道 ホ十勝 １３９８ ６８４ ７１４ １２２ ７５１４ ６０９４ ８０９８ ２４７７ １０３ ２８２ ３０３
青 森 青 森 ３７３ １７８ １９５ ９０ ７７０７ ７３３５ ８０４７ ２６９１ １０４ ２８９ ２８６
岩 手 岩手中央 １０４４ ４４７ ５９７ １１２ ７５５６ ７１７０ ７８４５ ２６７１ １０１ ２８２ ２８３
岩 手 県 南 ５１４ ２３６ ２７８ １１３ ７９２９ ７５４０ ８２５８ ２７４４ １０７ ２９１ ２８９
宮 城 みやぎ １２０５ ６３６ ５６９ １２５ ７９６４ ７８４１ ８１０１ ２６８２ １０２ ２９２ ２９７
秋 田 総 合 ３１３ １６５ １４８ １２６ ７６１８ ７１６５ ８１２３ ２５７３ １０１ ２８１ ２９６
福 島 福 島 ８３２ ３７６ ４５６ １１６ ８２０５ ７５５２ ８７４３ ２８１０ １０３ ２８２ ２９２
栃 木 矢 板 ５９１ ２８０ ３１１ １０２ ８１５１ ７７５６ ８５０６ ２７９８ １０４ ２９１ ２９１
群 馬 渋 川 ２７４ １２９ １４５ １０７ ７８４２ ７３６７ ８２６５ ２７００ １０９ ２７６ ２９０
兵 庫 但 馬 ３６５ １６３ ２０２ １１４ １０７１６ １００４８ １１２５４ ４５８９ ９４ ２５７ ２３３
兵 庫 淡 路 ４５６ １７８ ２７８ １３０ １０１７８ ９０７６ １０８８４ ４０９５ ９０ ２７０ ２４９
島 根 中 央 ２８５ １２７ １５８ １０８ ７３５６ ６９８９ ７６５１ ２５８９ １０１ ２６９ ２８４
広 島 三 次 ２７３ １１０ １６３ １２６ ７６１０ ７２６６ ７８４２ ２６６０ １００ ２６９ ２８６
佐 賀 中 央 ５９４ ２３６ ３５８ １０１ ７８４３ ７２３７ ８２４３ ２８４５ １０３ ２７５ ２７６
長 崎 平戸口 ４４４ ２０２ ２４２ ７１ ７６６６ ６７６３ ８４１９ ２６９７ １０１ ２７８ ２８４
熊 本 熊本県 ９１５ ４１６ ４９９ １３０ ７９２５ ７４６３ ８３１１ ２７７４ １０２ ２８６ ２８６
宮 崎 都 城 ９６２ ４５６ ５０６ １０４ ８０１４ ７４２３ ８５４６ ２７７６ １０３ ２８３ ２８９
宮 崎 小 林 １２８３ ６２４ ６５９ １０６ ７８４１ ７３８４ ８２７４ ２７５７ １０４ ２７７ ２８４
鹿児島 曽 於 １３６７ ６３９ ７２８ １４４ ８０１６ ７５５０ ８４２６ ２７６３ ９４ ２７２ ２９０
鹿児島 肝 属 １１２５ ５０５ ６２０ １２０ ８２１４ ７５１０ ８７８８ ２８６５ １０４ ２７１ ２８７
合計・平均 １５８０４ ７３５２ ８４５２ １１４ ８００１ ７４１１ ８４４９ ２７９３ １１６ ２８１ ２８８

乳

子

牛

北海道 北 見 ６８３ １１３ ５７０ １１３ ２３５１ ２０９８ ２４０１ ８４０ ９０ ２２２ ２８０
青 森 青 森 ０ ０ ０ － － － － － － － －
群 馬 前 橋 ４ １ ３ ４０ １８０４ ２４８４ １５７７ １００８ １１２ １８２ １７９
千 葉 千 葉 ４２ ２ ４０ ７２ ２４７６ １８３６ ２５０８ ９６７ ９９ ２２０ ２５６
岐 阜 中 央 ２ １ １ １００ ５６２ ５６２ ５６２ ２１３ １０ ３９３ ２６４
愛 知 豊 橋 ９ ６ ３ ６０ ２３９４ ２４２３ ２３３６ １１９４ １１９ １７０ ２００
岡 山 全 農 ２ １ １ ２００ ２４０８ ４０３９ ７７８ ８５７ ２４８ ２７７ ２８１
広 島 三 次 ４５ ３ ４２ １１５ ２０９７ ２０２７ ２１０２ ８５９ ９９ １８７ ２４４
徳 島 徳 島 ２ ０ ２ ２００ ２０５２ － ２０５２ ７３８ １３２ ２８５ ２７８
熊 本 熊本県 １５ ８ ７ １６７ ２２２２ ２７６１ １６０６ １１７７ １０７ １８８ １８９
宮 崎 児 湯 ２ ２ ０ ２００ ３８８８ ３８８８ － １９９４ ３０１ １５４ １９５
合計・平均 ８０６ １３７ ６６９ １０８ ２３３７ ２１７７ ２３７０ ８６０ ９２ ２１９ ２７３

資料：（独）農畜産業振興機構「月別肉用子牛取引情報」
（単位：頭、％、円、月、㎏）
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